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リックの活用", 教育システム情報学会研究報告 34(2) 109 - 112 2019 年 7 月  

2. 林 康弘, 中村 亮太, 長谷川 理: “AI クリエイター育成 SPA プログラミング”, 日本情報
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3. 林 康弘, 中村 亮太, 長谷川 理: "学習者の創造性と主体性を促進する協調学習環境デ
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3 月 2 日-4日．  
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9. 新田拓真，中田亮佑，臼木瑠音，萩本新平，中西崇文, "印象メディアコンテンツを対象

とした Cyber-Physical Transformation の実現と表情を対象とした 3D Virtual Content 

Generatorへの応用," 情報処理学会創立 60 周年記念 第 82 回全国大会, 4ZC-05, 2020. 
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affairs , 683, pp. 5-16,2019  

 


